
（様式－１ 表紙） 

 

  １ 調査名称：宗像市都市交通計画策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：宗像市 

 

 

 ３ 調査圏域：北部九州都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市の都市計画道路の多くは、昭和30年から昭和50年代に都市計画決定されて

いるが、現在までの間に、開発や機能集積が進むなど都市構造が大きく変化する

とともに、道路構造令の改訂にみられるような歩行者空間の充実や景観に対する

意識の高まりなど、都市計画道路を取り巻く状況は様々な面で変化してきてお

り、これらの変化に適切に対応する必要がある。 

本市では、宗像市都市計画マスタープラン及び宗像市道路網整備計画に則して

都市計画道路の整備を行ってきたところであるが、長期にわたって整備が行われ

ていない路線が存在する。 

これらの路線の必要性を検証するため、平成30年度から令和２年度にかけて都

市計画道路見直しの検証作業を行っており、今回、最新のパーソントリップ調査

データを使用した詳細な将来交通量推計を行い、長期未着手路線の状況変化等を

把握することで、より適切な検証を行うものである。 

 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：道路網評価検証業務委託 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

１． 検討対象路線・区間の整理 

１-１． 都市計画道路網の整備状況 

１-２． 検証対象路線・区間 

２． 現況再現配分の実施 

２-１． 交通量推計の流れ 

２-２． 現況再現性の検証基準 

２-３． 現況再現配分結果 

２-４． 現況再現性の確認 

３． 道路網評価 

３-１． 道路網素案（推計ケース）の設定 

３-２． 将来交通量推計 

３-３． 道路網評価 

 

  

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

福岡県都市計画課 

 

 （ＰＴデータ借用） 

 

宗像市都市計画課 

 

（業務委託） 

 

株式会社福山コンサルタント 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

      委員会等開催なし 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市では、宗像市都市計画マスタープラン及び宗像市道路網整備計画に則して

都市計画道路の整備を行ってきたところであるが、長期にわたって整備が行われ

ていない路線が存在する。 

これらの路線の必要性を検証するため、平成30年度から令和２年度にかけて都

市計画道路見直しの検証作業を行っており、今回、最新のパーソントリップ調査

データを使用した詳細な将来交通量推計を行い、長期未着手路線の状況変化等を

把握することで、より適切な検証を行うものである。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

  第５回北部九州圏パーソントリップ調査
配分データ

北部九州圏
配分道路網（現況・将来）

都市計画道路
など

（対象地域関連）

対象地域関連
配分道路網（現況）

道路交通センサス
一般交通量
調査結果等

北部九州圏Ｃゾーン
ＯＤ表（現況・将来）

人口指標等

ゾーニング
（ゾーン細分）

対象地域関連
配分ＯＤ表（現況）

現況交通量配分
（再現性の検証）

現況配分

将来配分

対象地域関連
配分道路網（将来）

対象地域関連
配分ＯＤ表（将来）

将来交通量配分
（整備の有無）



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

  （１）検証対象路線・区間 

   検証対象は、事業中・整備済以外の路線・区間とした。 



（２）現況再現配分結果 

配分結果は、第５回北部九州圏パーソントリップ調査の H29 自動車 OD 表

を使用して、Ｄゾーンレベルの配分関係データを参考に宗像市において推計を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）道路網評価（推計ケースの設定） 

将来交通量は、既定計画で整備したケースと、廃止を検討している路線・区

間（土穴朝町線：区間⑤、宮田原町線：区間①～②、葉山武丸線：区間①）を

整備しないケースで推計するように設定した。 



（４）将来交通量推計（既定計画）（Ｒ１９） 

既定計画における将来交通量推計を行った。 

 

 



（５）将来交通量推計（変更計画案）（Ｒ１９） 

廃止候補路線・区間（土穴朝町線：区間⑤、宮田原町線：区間①～②、葉山

武丸線：区間①）を整備しないケースで推計を行った。 

 



（６）廃止による影響の確認 

将来交通量推計において、３区間の廃止によって周辺道路では一部交通負荷

の増大が見込まれるものの、その混雑度は全て 1.0 未満であり、区間廃止によ

る周辺道路への影響は小さいことを確認した。 



（７）都市計画道路網全体の混雑度評価 

    将来交通需要による道路網評価を実施した結果、混雑度が 1.0 を超過する路

線があることが確認されたが、1.25 を超過することはないため、道路網とし

て妥当と判断した。 

 

 

 


